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出産入院時の差額ベッド料等に係る消費税の課税誤りについて 

１ 概要 

市立三次中央病院において，平成３年の消費税法改正により「非課税扱い」とされ

ている妊娠中の入院及び出産後の入院における差額ベッド料及び病衣・紙オムツ代に

ついて，誤って「課税扱い」としていた事案が判明しました。 

 

２ 経緯 

  令和３年３月に島根県内の公立病院等で，同様の課税誤りが判明したことに伴い，

 当病院の状況を調査した結果，課税誤りが判明しました。 

 

３ 課税誤りの対象者数及び消費税相当額 

⑴ 対象者数 １,５８５人（実人数） 

⑵ 消費税相当額 １，８６１，５１４円（遅延損害金を除く。） 

（１人当たりの平均額 １,１７４円） 

※ 令和３年５月２０日現在で把握可能な平成１９年１月１日から令和３年３ 

月１０日までの対象者数。 

   ※ 平成１３年３月１１日から平成１８年１２月３１日までの対象者数等は，現

在調査中。 

  

４ 今後の対応 

民法上の規定（２０年間）に基づき，平成１３年に遡り対象者に出産入院時の差額

ベッド料等に係る消費税相当額を返金します。 

  ５月２４日以降，該当者宛に返金に関する通知文書を発送し，返金手続を行います。
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